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埼玉県済生会川口総合病院
社会福祉法人　　 済生会支部恩賜

財団病院の理念
患者さんを中心とした

質の高い医療の提供により
地域・社会に貢献します

〒332-8558　埼玉県川口市西川口5-11-5 ● tel 0570-08-1551（代） ● HP https://www.saiseikai.gr.jp/

済生かわぐち
「地域のみなさまと医療のかけはし」　済生会川口総合病院　広報誌

TOPICS

院長日誌

トピックス【犯人検挙に大きく貢献】

EVENTイベント 新任医師紹介参加無料

■ 小児健康教室（オンライン配信）
・「食物アレルギー」配信2024/8/5～8/19
　  （申し込み7/1～8/19）
・「夜尿症」配信2024/10/7～10/21

　   （申し込み9/2～10/21）
※問い合わせ ： 小児科 0570-08-1551（代）

　　 （平日15：00～16：30）
　   ※事前申し込みが必要です。詳しくは当院ホームページでご確認ください。

■ 川口警察署より感謝状

【食物アレルギー】

【夜尿症】

【公式】
済生会川口総合病院  ▶
マタニティInstagram

【院外報・済生かわぐち】
バックナンバー  ▶

【済生会川口総合病院】
採用情報  ▶

特
集

皮膚科
志村 智恵子

院内で発生した窃盗事件において、自ら防犯カメラなどを精査して犯人を特定し、
犯人検挙に大きく貢献したとして、
5月1日、埼玉県川口警察署より、渉外課の高橋亮支課長と新井隆史リーダーに直
接感謝状が贈られました。
高橋さんは「被害にあわれた方々が報われたと思うと素直に喜び
たい。今後も迅速果断の誠心で邁進したい」と思いを語りました。

地
域
と
共
に
歩
む

今年は関東地方も梅雨入りが遅く、6月21日梅雨入りが発表されました。
梅雨入り前も真夏日が何日かあり、梅雨入り後も湿度は高くかつ暑い、梅雨は短く明けの

夏は猛暑が予想されています。
私が子供のころに比べて厳しい夏、昔は冷房をつけなくても何とか暮らせる日が何日かあっ

たような。また線状降水帯による警報級の豪雨が頻回に多くの地域で猛威をふるう、今やこ
れは異常気象ではなく、毎年起きる状況です。
海外ではいくつかの国で山火事がおこり、またアメリカでは上空の高気圧が熱い空気を押し

下げてドームのような形を作り熱を閉じ込めるというヒートドーム、大きな被害が出ています。
地球温暖化による変化であり、人災にほかならないように思います。将来の人々ははたし

て地球で生活していけるのでしょうか。世界の人々は真摯にこの問題に取り組まなければいけ
ないと思います。
戦争している場合じゃないですよね．．．

病院長  佐藤  雅彦
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地域と共に歩む
～新任副院長紹介～

令和 6年 4月より副院長を拝命しました光岡英之です。

平成 17 年に脳神経外科に着任し脳卒中や脳腫瘍の診断・

治療を中心に診療に従事してまいりました。一昨年からは

脳神経外科主任部長や医療安全管理室長など、診療とは

別の立ち位置にて、病院や科のありかたに係る事となり、さ

まざまな事を学ぶことができました。

脳神経外科では当院のみで治療が完結する事は少なく、

患者を紹介していただく近隣のクリニックや病院、急性期の

治療が終わった後に紹介するリハビリテーション病院や療養

型病院など、これまでも密に連携をとり、ご協力いただいて

おりました。副院長として、今後はさらに科を超えて地域の

医療機関との連携を広げていきたいと考えています。

解決すべき課題は多々ありますが、佐藤病院長が掲げた

『患者さんを中心とした 質の高い医療の提供により 地域・

社会に貢献します』を実践できるよう努力を重ね、少しでも

貢献できればと思います。よろしくお願い致します。

副院長に就任しました泌尿器科の橋本恭伸です。

北海道大学を卒業後、東京女子医科大学腎臓病総合医

療センター外科系に入局し、泌尿器科、腎不全外科を学び、

2016 年からは当院泌尿器科主任部長として泌尿器科悪性

腫瘍、尿路結石症を中心に診療してまいりました。

副院長としての抱負を２つ挙げたいと思います。ひとつは持

続可能な病院運営、感染症や診療報酬改定などの変化に

対して、柔軟で腰の強い体制の維持、強化です。そして、

当院の理念にもありますが、われわれ医療従事者の仕事は、

会得した医療技術を用いて、患者さんを中心にした質の高

い診療を提供することで地域・社会に貢献できるやりがいの

ある仕事です。スタッフひとりひとりが充実感を維持しながら

診療ができる体制の強化にも貢献したいです。

地域と共にあゆみ、そして地域になくてはならない病院とし

て維持できるよう、まずは真摯に個々の課題に対応してまい

ります。よろしくお願い致します。

副院長 光
みつおか

岡  英
ひでゆき

之 副院長 橋
はしもと

本  恭
やすのぶ

伸
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特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
と
い
う
病
気
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
に
発

症
す
る
病
気
で
、「
物
忘
れ
・
歩
行
の
ふ
ら
つ
き
・

尿
失
禁
」
の
3
つ
の
症
状
を
特
徴
と
し
ま
す
。

物
忘
れ
で
は
「
最
近
の
こ
と
が
思
い
出
せ
な
い
」

「
活
気
が
な
く
な
っ
た
」「
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
こ
と

が
増
え
た
」
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
歩
行
の

ふ
ら
つ
き
で
は
「
一
歩
一
歩
が
小
さ
く
な
る
」「
よ

く
転
ぶ
」「
歩
い
て
い
る
と
前
の
め
り
に
な
り
、
止

ま
れ
な
く
な
っ
て
転
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
の
症
状

が
出
ま
す
。
尿
失
禁
で
は
「
す
ぐ
ト
イ
レ
に
い
き

た
く
な
る
」「
ト
イ
レ
に
い
き
た
い
と
感
じ
て
か
ら
、

漏
れ
て
し
ま
う
ま
で
が
短
く
な
っ
た
」
な
ど
の
症

状
が
出
ま
す
。

一般
的
に
、
物
忘
れ
（
認
知
症
）
は
治
療
が
困

難
で
あ
り
、
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
精

一
杯
で
す
が
、
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
〈
図
1
〉

に
よ
る
物
忘
れ
は
治
療
に
よ
っ
て
改
善
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
「
治
る
認
知
症
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
方
法
は
手
術
で
あ
り
、
お
薬
で
の
治
療

は
残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
。
水
頭
症
と
は
、
頭

に
余
分
な
水
（
脳
脊
髄
液
）
が
溜
ま
って
し
ま
う

病
気
な
の
で
、
こ
の
水
を
持
続
的
に
排
出
す
る
カ

テ
ー
テ
ル
を
体
に
埋
め
込
む
手
術
（
髄
液
シ
ャ
ン

ト
手
術
〈
図
2
〉）
を
行
い
ま
す
。
髄
液
は
脳
か

ら
排
出
す
る
方
法（
脳
室-

腹
腔
シ
ャ
ン
ト
術
）と
、

腰
か
ら
排
出
す
る
方
法
（
腰
部
く
も
膜
下
腔-

腹
腔
シ
ャ
ン
ト
術
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

い
い
点
悪
い
点
が
あ
り
ま
す
が
、
腰
部
く
も
膜
下

腔-

腹
腔
シ
ャ
ン
ト
術
で
は
脳
を
傷
つ
け
る
こ
と
な

く
手
術
が
可
能
で
す
。
ま
た
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て

は
全
身
麻
酔
で
は
な
く
下
半
身
麻
酔
（
く
も
膜

下
麻
酔
）
で
の
手
術
が
可
能
な
た
め
、
当
院
で
は

第
一選
択
と
し
て
い
ま
す
。

手
術
を
行
う
に
あ
た
っ
て
気
を
つ
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
が
、
高
齢
の
方
に
「
物
忘
れ
・
歩
行

の
ふ
ら
つ
き
・
尿
失
禁
」
を
起
こ
す
疾
患
が
多
く

あ
る
こ
と
で
す
。
水
頭
症
以
外
に
原
因
が
あ
る
場

合
、
シ
ャ
ン
ト
手
術
を
行
って
も
症
状
の
改
善
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
当
院
で
は
他
の
原

因
の
評
価
お
よ
び
、
シ
ャ
ン
ト
手
術
の
効
果
予
測

を
目
的
と
し
た
検
査
（
タ
ッ
プ
テ
ス
ト
〈
図
3
〉）

を
3
泊
4
日
程
度
の
入
院
で
行
って
い
ま
す
。

こ
の
検
査
で
は
、
腰
か
ら
針
を
刺
し
て
髄
液
を

排
出
し
ま
す
。
髄
液
排
出
前
後
に
認
知
機
能
の

テ
ス
ト
、
歩
行
の
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
で
、
髄
液

排
出
後
に
症
状
が
改
善
す
る
か
を
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、患
者
さ
ん
ご
自
身
や
ご
家
族
の
方
が
、

そ
の
変
化
を
確
認
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
脊
髄
液
は
常
に
産
生
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
度

抜
い
て
も
ま
た
溜
ま
って
し
ま
い
、
症
状
は
元
に
戻

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
タ
ッ
プ
テ
ス
ト
で
効
果
が
観

察
で
き
た
場
合
、
手
術
で
も
同
様
の
改
善
が
得

ら
れ
、
維
持
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
で
き

ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
で「
物
忘
れ・歩
行
の
ふ
ら
つ
き・

尿
失
禁
」
に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
一
度
評
価

を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
症
状
、
治
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

泌
尿
器
科
は
腎
臓
、
膀
胱
、
尿
道
な
ど
尿
に

関
連
し
た
臓
器
の
他
、
前
立
腺
、
精
巣
、
副
腎

と
いっ
た
生
殖
、
ホ
ル
モ
ン
に
関
わ
る
臓
器
も
扱
い

ま
す
。
薬
物
治
療
か
ら
外
科
治
療
ま
で
、
広
い

守
備
範
囲
の
診
療
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
常
勤
医
４
名
と
多
く
の
非
常
勤
医
師
で
す
。

当
院
で
は
尿
路
悪
性
腫
瘍
、
お
よ
び
尿
路
結

石
症
の
診
療
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
癌
は
男
性
で

最
も
多
い
癌
で
す
が
、

Biojet

と
い
う
M
R
I

画
像
に
基
づ
く
前
立
腺

針
生
検
、
ダ
ビ
ン
チ
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、

IM
RT

に
よ
る
放
射
線

治
療
を
導
入
し
、
薬
物

治
療
で
は
国
内
で
使
用

で
き
る
全
て
の
ホ
ル
モ
ン

治
療
、
抗
が
ん
剤
治
療
、

放
射
線
医
薬
品
が
使
用

可
能
で
す
。
ま
た
、
高

密
度
焦
点
式
超
音
波
療

法
（H

IFU

）
を
用
い

た
標
的
治
療
（
フ
ォ
ー
カ

ル
セ
ラ
ピ
ー
）
と
い
う
先

進
医
療
の
導
入
準
備
を

し
て
お
り
、
国
内
２
施

設
目
で
開
始
予
定
で

す
。
尿
路
上
皮
癌
と
い

わ
れ
る
膀
胱
癌
・
腎
盂

尿
管
癌
、
腎
癌
、
精
巣

腫
瘍
に
対
し
て
も
手

術
、薬
物
、放
射
線
治
療
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

ダ
ビ
ン
チ
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
前
立
腺
癌
、

膀
胱
全
摘
お
よ
び
尿
路
変
更
術
（
回
腸
導
管
、

排
尿
型
代
用
膀
胱
）、
腎
部
分
切
除
術
、
腎
尿

管
全
摘
除
術
、
腎
盂
尿
管
移
行
部
狭
窄
症
に
導

入
し
、昨
年
度
は
１
４
０
症
例
施
行
し
ま
し
た
。

尿
路
結
石
は
経
尿
道
的
尿
管
結
石
破
砕
術
、
経

皮
的
腎
盂
結
石
破
砕
術
を
導
入
し
、
安
全
で
効

果
的
な
治
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

質
の
高
い
泌
尿
器
科
診
療
を
と
お
し
て
、
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
よ

り
完
全
予
約
制
と
な
り
、
待
ち
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

脳
神
経
外
科
診
療
紹
介

そ
の
症
状
、治
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
「
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
」

泌
尿
器
科
診
療
紹
介

多
様
な
治
療
法
〜
先
進
医
療
の
導
入
〜

特発性正常圧水頭症の画像図1

副院長
泌尿器科 主任部長

橋
はしもと

本  恭
やすのぶ

伸

脳神経外科
医長

川
かわむら

村  海
かいと

渡

副院長
脳神経外科 主任部長

光
みつおか

岡  英
ひでゆき

之

 ・日本泌尿器科学会認定 泌尿器科専門医・指導医
 ・日本泌尿器内視鏡 ･ロボティクス学会認定 泌尿器腹腔鏡技術認定医
 ・日本泌尿器内視鏡 ･ロボティクス学会認定 泌尿器ロボット支援手術プロクター認定医
　（前立腺全摘、膀胱全摘、腎部分切除術）
 ・手術支援ロボット（ダビンチ認定）Console Surgeon Certifi cate/ 術者サーティフィケート
 ・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医　 ・日本透析医学会認定 透析専門医・指導医
 ・日本臨床腎移植学会認定 腎移植認定医　・日本医師会認定健康スポーツ医　 ・医療安全管理者

○ 専門分野
脳神経外科一般　正常圧水頭症

○ 資格・認定
日本脳神経外科学会認定 脳神経外科専門医

○ 専門分野
MRIによる機能性評価と微小解剖　脳血管障害・脳
腫瘍の治療

○ 資格・認定
日本脳神経外科学会認定 脳神経外科専門医

脳室 - 腹腔シャント
（V-P シャント）

脳室 - 心房シャント
（V-A シャント）

腰椎 - 腹腔シャント
（L-P シャント）

ヤコピー線

皮膚

髄液

脊髄

ダビンチ手術支援ロボット

HIFU
～高密度焦点式超音波療法～

BioJetTM

MRI/TRUS-3D 融合画像ガイド下
前立腺政権最先端生検システム

経直腸的プローブ

治療装置

膀胱

Transducer

前立腺 治療領域

治療サイズ＝3×3×12mm

髄液シャント手術図2

タップテスト図3



医療連携登録医のご紹介

当院では、患者さんにより良い医療を提供するため、地域の医療機関の先生方（かかりつけ医）と連携、役割分担をおこなっています。

あなたの町のホームドクターあなたの町のホームドクター
連携医療機関検索サービス

▶スマホで検索できます

キャップスクリニック川口
小児科

正しく根拠に基づいた医療や、分かりやすい説明を行い、クリニックから出た後に、
安心した気持ちでお帰りいただけるよう、優しさを大事にした診療を行います。い
つでも予防接種や乳幼児健診が可能で、オンライン診療にも対応、予約の取りや
すさや、問診のしやすさも工夫し、チーム医療に取り組んでおります。病気や発
達のことのみならず、ちょっとしたお困りごとやご不安など、どんな些細なことで
も構いません。365 日診療しておりますのでご不安なことがございましたら是非一
度当院までご相談ください。

住 所：埼玉県川口市安行領根岸3180
イオンモール川口 3階
TEL：048-229-8156

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇午前
09：00～13：00

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇午後
15：00～21：00

川口メンタルクリニック
心療内科　精神科

当院の目指すところは、心や体に様々な不調を抱えている方々が、安心して相談で
きる場所を提供する事です。現代社会には生きづらさを感じている人が多く、メ
ンタルの不調は誰もが経験する可能性があります。「まだ大丈夫」と自分に言い聞
かせて我慢せず、どんな小さなことでも気軽にご相談いただきたいと思います。
皆様が抱える心の悩みや困難について解決の糸口を見つけるお手伝いができれば
と思っています。

院長 今雪 宏崇 先生
いまゆき ひろたか

 

住 所：埼玉県川口市本町4-7-3
ミヤビル1Ｆ
TEL：048-446-6342

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 － 〇 〇 △ －午前
10：00～13：00

〇 〇 － 〇 〇 － －午後
15:00～19:00
○土曜日：09:00～14:00
○休診日：水曜日　土曜午後　日曜日　祝日　　

※受付時間8:45～12:45／14:45～20:45
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ただともひろ胃腸科肛門科
胃腸科　肛門科

苦痛の少ない安全・高精度の経鼻胃内視鏡検査、大腸内視鏡検査、肛門診療の
専門クリニックです。武蔵浦和駅東口から徒歩４分、武蔵浦和メディカルセンター
の２階にございます。「一人でも多くの皆様に最高水準の医療を提供したい」との
思いで、日々の診療に取り組んでおります。最先端の医療機器として、AI メディ
カルサービス社が開発した胃がん検出を AI がサポートする内視鏡画像診断支援シ
ステムを導入しております。最新の機器による胃腸科・肛門科診察をご希望の方
は是非ご来院ください。

院長 柴田 淳一 先生
しばた じゅんいち

住 所：埼玉県さいたま市南区別所7-2-1
武蔵浦和メディカルセンター
TEL：048-837-9333

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 － 〇 〇 △ －午前
09：00～12：30

〇 〇 － 〇 〇 － －午後
15:00～18:30
○土曜日：09:00～11:30
○休診日：水曜日　土曜午後　日曜日　祝日　　

ゆずな内科在宅クリニック
内科　循環器内科　皮膚科　外科　訪問診療

当院では外来診療、在宅医療を提供しており、経験豊富なスタッフが24時間365日
医療サポートします（※ご契約者に限ります）。在宅においても血液検査はもちろんの
こと、血液ガス分析検査、各種超音波検査、レントゲン検査、心電図検査等の精密検
査が行える体制にあり、患者様の生活の質を保ちながら診療・ケアを行い、患者様ご
本人だけでなくご家族の負担も減らすようにします。また在宅緩和ケアにも対応しま
す。草加市のみならず川口市、戸田市、蕨市、八潮市や足立区、北区、板橋区にお住い
の皆様に寄り添い、患者様が健やかに過ごせるように取り組んでまいります。 院長 吉武 勇 先生

よしたけ いさむ

 

住 所：埼玉県草加市高砂2-20-29
アースビル2F
TEL：048-924-8396

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 〇 － 〇 △ －午前
09：00～12：00

－ － － － － － －午後
16:00～18:00
○土曜日：09:00～13:00
○休診日：木曜日　日曜日　祝日　　

ニトリ
ファミリー
マート

さいたま中央
郵便局

白幡沼ただともひろ胃腸科肛門科
（武蔵浦和メディカルセンター２階）
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草加駅入口
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在宅クリニック
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草加神社通り
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埼玉県済生会川口総合病院
社会福祉法人　　 済生会支部恩賜

財団病院の理念
患者さんを中心とした

質の高い医療の提供により
地域・社会に貢献します

〒332-8558　埼玉県川口市西川口5-11-5 ● tel 0570-08-1551（代） ● HP https://www.saiseikai.gr.jp/

済生かわぐち
「地域のみなさまと医療のかけはし」　済生会川口総合病院　広報誌

TOPICS

院長日誌

トピックス【犯人検挙に大きく貢献】

EVENTイベント 新任医師紹介参加無料

■ 小児健康教室（オンライン配信）
・「食物アレルギー」配信2024/8/5～8/19
　  （申し込み7/1～8/19）
・「夜尿症」配信2024/10/7～10/21

　   （申し込み9/2～10/21）
※問い合わせ ： 小児科 0570-08-1551（代）

　　 （平日15：00～16：30）
　   ※事前申し込みが必要です。詳しくは当院ホームページでご確認ください。

■ 川口警察署より感謝状

【食物アレルギー】

【夜尿症】

【公式】
済生会川口総合病院  ▶
マタニティInstagram

【院外報・済生かわぐち】
バックナンバー  ▶

【済生会川口総合病院】
採用情報  ▶

特
集

皮膚科
志村 智恵子

院内で発生した窃盗事件において、自ら防犯カメラなどを精査して犯人を特定し、
犯人検挙に大きく貢献したとして、
5月1日、埼玉県川口警察署より、渉外課の高橋亮支課長と新井隆史リーダーに直
接感謝状が贈られました。
高橋さんは「被害にあわれた方々が報われたと思うと素直に喜び
たい。今後も迅速果断の誠心で邁進したい」と思いを語りました。

地
域
と
共
に
歩
む

今年は関東地方も梅雨入りが遅く、6月21日梅雨入りが発表されました。
梅雨入り前も真夏日が何日かあり、梅雨入り後も湿度は高くかつ暑い、梅雨は短く明けの

夏は猛暑が予想されています。
私が子供のころに比べて厳しい夏、昔は冷房をつけなくても何とか暮らせる日が何日かあっ

たような。また線状降水帯による警報級の豪雨が頻回に多くの地域で猛威をふるう、今やこ
れは異常気象ではなく、毎年起きる状況です。
海外ではいくつかの国で山火事がおこり、またアメリカでは上空の高気圧が熱い空気を押し

下げてドームのような形を作り熱を閉じ込めるというヒートドーム、大きな被害が出ています。
地球温暖化による変化であり、人災にほかならないように思います。将来の人々ははたし

て地球で生活していけるのでしょうか。世界の人々は真摯にこの問題に取り組まなければいけ
ないと思います。
戦争している場合じゃないですよね．．．

病院長  佐藤  雅彦




